


今年の高校３年生は、コロナとともに幕を開けた高校生活でした。
いつか終わるだろうと思っていた制約だらけの生活は結局終わることなく、
高校生活だけが幕をおろすことになります。おしゃべりをしながら弁当を食べる、
入学式や卒業式で校歌を歌う、仲間とつくったお芝居をお客さんに観てもらうー。
そんなあたりまえの日常は許されず、いつしか制約の中で生活することが日常に。
それでも、彼らと彼女らは演劇を選んでくれました。
稽古をしても上演できるかわからない、突然やってくる休校と部活動自粛、
ようやく開催された大会は無観客。
それでも、彼らと彼女らは演劇を選んでくれました。
そして春になればそれぞれの地で進学、就職していき、
もう二度と同じ顔ぶれで演劇をすることはありません。
ならば、と思います。
せっかく演劇を選んでくれた３年間ならば、遠く離れた劇場で
最後の芝居を上演する、満席のお客さんの前で上演する、
そんな「非日常」を体験してもらいたいと思うのです。
そんな公演を目撃するという「非日常」を、
体験しにいらっしゃいませんか？
これがわたしたちの、卒業式。


